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道立江差高等看護学院 

学院生活・ハラスメントに関する学生アンケート結果（７月） 
 

 実施時期 令和５年７月２４日～２８日 

 対  象 全学生 

 回答方法 申請フォームにより各自スマートフォンで回答（無記名） 

 

１ 回答率（目標：１００％） 

月 ４月 ７月 

回答数 ２９人（９３．５％） ３０人（９６．７％） 

 

２ 学院生活の満足度（目標：楽しい・まあまあ楽しいが増加） 

月 ４月 ７月 

【1】学院生活が充実している（楽しい・まあま

あ楽しい） 

２３人 

（７９．３％） 

２５人 

（８３．３％） 

 

３ 自己肯定感（目標：ポジティブな回答が増加） 

月 ４月 ７月 

【2】自分自身に満足しているか 

（そう思う、どちらかと言えばそう思う） 

２２人 

（７５．９％） 

２４人 

（８０．０％） 

【3】自分が役に立たないと感じるか 

（どちらかと言えばそう思わない、そう思わな

い） 

２２人 

（７５．９％） 

１８人 

（６０．０％） 

【4】今の自分が好きか（そう思う、どちらかと言

えばそう思う）  

２０人 

（６９．０％） 

２４人 

（８０．０％） 

 

４ ハラスメント（目標：「ない」） 

月 ４月 ７月 

【5】学院内で次のような体験をしたことがあるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ない ２８ 

たまにある１ 

ない ２６ 

たまにある４ 

【6】ある場合の具体的な内容 嫌味っぽい言

い方されるこ

とがある 

容姿について 

（その他３件は

記載なし） 

  

・言葉の暴力と言えるようなひどい非難叱責を受けた  

・事実無根のうわさを流された  

・私生活に干渉するようなことを言われたりされた  

・教育・研究とは関係ないと思われる私的な用件を命じられた  

・非常識な時間に実験や研究を命じられたり呼び出されたりした  

・学業・研究・業務等を妨害するような言動を受けた  

・学業・研究・業務等に関して自分だけ不当な扱いを受けた  

・容姿・年齢・交友関係等に関して、執拗に聞かれたり、話題に

されたりした  
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５ ハラスメント相談員の周知（目標：「知っている」が１００％） 

月 ４月 ７月 

【7】ハラスメント相談員を知っている ２７人（９３％） ２９人（９７％） 

 

６ 学院としての対応について 

（１） ハラスメントについて 

ハラスメントが「たまにある」と回答した４件については、具体的な内容の記載が

なく、ハラスメントや不適切な指導に該当するかどうか判断ができません。依頼時に

もお知らせしているとおり、アンケートは無記名であり詳細も記載されていない内容

では事例に則した対応はとれないので、ハラスメントと感じた場合には、目安箱や相

談員への相談を活用するようにしてください。 

（２） ハラスメント相談員について 

   当学院のハラスメント相談員は、始業後、全学生に名簿を配付し説明しております。

また、学生掲示板にも常時掲示していますので、各自で確認し必要な場合には活用し

てください。 


